
国と地方自治体の連携による雇用対策好事例

【群馬県太田市】【群馬県】【太田商工会議所】【群馬労働局ハロ－ワーク太田】

地域との連携により 「子育て支援就職面接会ｉｎおおた」 を開催！

【目的】
子育てしている方々へ就職する出会いを提供し、また、子育て
している方々を受け入れるため、事業主の意識改革を図る

【実施概要】

【役割分担】

【太田市】
◆児扶手当受給者に参加要請
◆市広報での周知

◆おおたんの提供 など

〈照会先〉 群馬労働局職業安定部職業安定課（ＴＥＬ：０２７－２１０－５００７）

＜太田市コメント＞
太田市として、独自の雇用対策が何
か出来ないか悩み続けてきたが、今
回の子育て支援のための就職面接会
は「モノづくりの街おおた」にマッチ
したものであり、また、関係機関が
連携することの重要性を痛感した

＜太田商工会議所コメント＞
全国でも稀な就職面接会を開催し、
全国の会報にも紹介され、本当に満足
するイベントを開催することができた

【群馬県】
ぐんまちゃんの提供 など 【共通】

◆参加企業要請のための
事業所訪問
◆相談コーナー担当 など

【太田商工会議所】
◆会場提供
◆会報での周知 など

清水太田市長の「女性の社会進出を支援」という新たな政策
が発端となり、ハローワークが発案して「太田市」、「群馬
県」、「太田商工会議所」、「ハローワーク」の４団体の連携
により、３月１４日（金）に「子育て支援就職面接会」を開催
した。
会場は、面接コーナーの外に、メイクアップ相談、キャリア
アップ（職業訓練）、福祉のお仕事相談、保育園相談などの相
談コーナーを設置し、また、ゆるキャラ「おおたん」や「ぐん
まちゃん」との記念撮影コーナーも設け、地域の状況に応じた
盛大な子育て支援としての就職面接会となった
なお、今回の面接会を通じて、ある新聞社の支局長からは、
「この事業は、うちも支援させて頂きたいので大きく取り上げ
ました。」という言葉もあり、国、地方公共団体、関係団体、
プラス報道機関という新たな連携が生まれ、今後の行政運営の
ひとつの方向性が見えてきたように思える

主催者を代表して清水太田市長が挨拶 賑やかなキッズ預かりコーナー

参加要請を行う太田市（左側）、商工会議所幹部（右側）、根岸ハ
ローワーク所長（中央）

ぐんまちゃん

おおたん

【結果】

【ハローワーク】
◆運営企画全般
◆求職者への参加要請
◆関係団体との連絡調整
◆マスコミ、広報対応 など

参加企業１５社に対して求職者１４４人、子供さん７３人が参加し、２４人の参加者が就職に結びついた。
＜事業所アンケート＞
◆先ず、就業希望者の多さに驚きました。今回の企画は、企業側、求職者にとっても意義ある面接であったと感じました
◆「子育て支援」の趣旨には賛同しますので、今後、今日の経験を生かしていきたいと思います

＜参加者アンケート＞
◆子供を預けて面接に集中できたことが本当に助かりました。とても良い機会を提供して頂き有難いです
◆様々な企業が集まっていて気軽にお話を伺えて良かったです。今後も定期的に、このような面接会があればと思います


